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魁

こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
第
四
高
等
中
学
校
が
金
沢
に
も
う
け
ら
れ
た
事
情
と

初
期
の
第
四
高
等
中
学
校
の
生
徒
構
成
の
特
徴
を
考
察
し
、
次
に
『
久
徴
館
同

窓
会
雑
誌
」
か
ら
明
治
二
十
年
代
中
期
に
石
川
県
出
身
学
生
が
当
時
の
高
等
教

育
界
で
多
く
を
占
め
た
事
実
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
中
央
で
も
話
題
に
な
っ
て

い
た
事
を
示
し
、
終
わ
り
に
、
前
田
家
を
中
心
と
し
た
士
族
救
済
の
た
め
の
育

英
事
業
の
概
要
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
事
実
の
背
景
と
し
て
、
幕
末
・
維
新
期
の

加
賀
（
金
沢
）
藩
の
教
育
努
力
自
体
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

ま
た
他
の
機
会
を
期
し
た
い
。

２
、
金
沢
へ
の
第
四
高
等
中
学
校
の
設
立
時
事
情

皇
族
、
華
族
が
太
政
大
臣
、
左
右
大
臣
を
占
め
、
行
政
の
実
績
が
あ
が
ら
な

か
っ
た
大
政
官
制
に
代
り
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
内
閣
制
度
が
発
足

し
、
そ
の
初
代
文
部
大
臣
森
有
礼
の
も
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
諸
学
校
今
」
や
関

連
文
部
省
令
が
矢
次
早
や
に
制
定
き
れ
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
帝
国
大
学
か
ら
小

明
治
中
期
ま
で
の
石
川
県
教
育
の
一
面

ｌ
当
時
石
川
県
か
ら
な
ぜ
多
く
の
高
等
教
育
進
学
者
を
輩
出
し
た
か
？
Ｉ

１
、
は
じ
め
に

■

学
校
に
い
た
る
戦
前
の
学
校
体
系
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

そ
れ
ま
で
地
方
に
よ
り
内
容
と
質
（
程
度
）
が
バ
ラ
バ
ラ
で
乱
立
状
態
で
あ
っ

た
中
等
教
育
に
お
い
て
も
、
「
中
学
校
令
」
二
八
八
六
年
四
月
十
日
）
、
「
尋
常

中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
（
文
部
省
令
第
一
四
号
、
一
八
八
六
年
六
月
一
三

日
）
「
高
等
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
（
文
部
省
令
第
ニ
ハ
号
、
一
八
八
六
年

七
月
一
日
）
な
ど
が
次
々
に
制
定
き
れ
、
そ
の
学
習
基
準
や
範
囲
が
明
確
に
き

れ
た
。
こ
の
時
代
に
は
じ
め
て
構
想
き
れ
た
高
等
中
学
校
は
、
当
時
唯
一
の
大

学
と
し
て
発
足
し
た
ば
か
り
の
帝
国
大
学
の
た
め
の
予
備
教
育
機
関
と
し
て
の

性
格
と
と
も
に
地
方
に
お
け
る
高
等
専
門
教
育
の
完
成
教
育
機
関
と
し
て
の

（
１
）

一
一
重
の
性
格
が
期
待
き
れ
た
。

新
設
き
れ
る
高
等
中
学
校
の
設
置
場
所
の
選
定
は
、
文
部
大
臣
の
権
限
と
さ

れ
た
が
、
東
京
大
学
予
備
門
を
前
身
校
と
す
る
東
京
の
第
一
高
等
中
学
校
お
よ

び
官
立
大
阪
中
学
校
を
明
治
一
八
年
に
改
組
し
た
大
学
分
校
の
再
改
組
に
よ
る

大
阪
（
明
治
一
一
一
一
年
、
京
都
に
移
転
）
の
第
一
一
一
高
等
中
学
校
の
設
置
は
、
中
学

校
今
の
制
定
と
同
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
続
い
て
、
す
な
わ
ち
第
一
一
、
第
五
高
等
中
学
校
の
設
立
に
先
立
つ
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て
、
金
沢
へ
の
第
四
高
等
中
学
校
の
設
置
が
決
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
’
八

八
六
（
明
治
一
九
）
年
一
一
月
一
一
一
十
日
文
部
省
告
示
第
三
号
に
よ
る
高
等
中
学

校
設
置
区
域
の
明
示
（
第
一
～
第
七
区
域
）
と
と
も
に
、
第
四
区
域
（
新
潟
県
、

福
井
県
、
石
川
県
、
富
山
県
）
で
は
、
金
沢
に
設
置
す
る
と
明
記
さ
れ
、
同
時

に
「
第
二
第
五
区
ハ
迫
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
さ
れ
た
。
’
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年

十
月
二
十
日
に
は
、
文
部
省
告
示
第
一
○
号
に
よ
り
、
各
校
の
定
員
が
定
め
ら

れ
、
第
四
高
等
中
学
校
は
、
第
二
高
等
中
学
校
と
と
も
に
「
本
科
・
予
科
４
６
０

人
、
医
科
２
０
０
人
、
計
６
６
０
人
」
と
決
め
ら
れ
た
。

第
四
高
等
中
学
校
が
金
沢
に
新
設
き
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
石
川

県
や
金
沢
市
の
そ
の
後
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
金
沢
の
他
に
全
国
五
箇
所
し
か
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
高
等
中
学
校
が
い
ち
は
や
く
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
は
、
い
く

つ
か
の
側
面
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
旧
藩
主
前
田
家
を
は
じ
め
と
す
る
多
額
の
地
元
分
担
金
の
負
担
な
ど

が
、
早
く
か
ら
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
（
前
田
家
分
は
、
七
万
八
千
円
余
、
ち

な
み
に
、
五
高
の
設
置
さ
れ
た
熊
本
県
で
は
、
旧
藩
主
細
川
家
は
、
一
万
円
拠

出
し
た
の
み
で
あ
る
。
）
、
ま
た
設
置
場
所
選
定
中
と
い
う
情
報
を
早
く
か
ら
え

た
地
元
有
力
者
・
教
育
関
係
者
が
、
熱
心
に
誘
致
や
募
金
活
動
を
行
っ
た
と
い

（
２
）

う
要
因
も
あ
る
が
、
当
時
す
で
に
金
沢
の
地
か
ら
多
く
の
学
力
の
あ
る
人
材
を

出
し
て
い
た
事
が
、
文
部
省
関
係
に
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
理
由
も
大
き
か
っ

た
と
思
う
。
以
下
そ
の
点
に
か
か
わ
り
少
し
く
論
じ
て
み
た
い
。

’
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
十
月
一
一
六
日
の
第
四
高
等
中
学
校
の
開
校
式
典

に
自
ら
臨
ん
だ
初
代
文
部
大
臣
森
有
礼
は
、
「
前
田
侯
ヲ
首
ト
シ
、
石
川
県
下

無
数
ノ
篤
志
者
」
が
、
「
巨
額
ノ
金
圓
ヲ
寄
付
」
し
た
事
の
「
為
に
」
第
四
高

等
中
学
校
を
金
沢
に
設
置
し
え
た
と
明
言
し
つ
つ
も
、
「
本
校
ハ
第
一
一
、
第
五

一
一
先
シ
テ
、
開
校
式
ヲ
行
上
且
生
徒
ノ
中
ニ
ハ
本
科
二
入
り
得
ル
者
数
名
豫
科

（
３
）

二
入
り
得
ル
者
殆
ン
ト
百
名
ア
リ
ト
イ
フ
余
特
二
満
足
ス
ル
所
ナ
リ
」
と
一
一
一
一
口
っ

（
４
）

て
い
る
。
自
ら
多
額
の
寄
付
を
行
っ
て
、
国
際
競
争
に
対
抗
し
う
る
国
家
的
指

導
者
養
成
の
道
筋
を
確
固
と
し
た
も
の
に
し
た
か
っ
た
森
に
と
っ
て
、
「
本
科

一
一
入
り
得
ル
者
数
名
豫
科
二
入
り
得
ル
者
殆
ン
ト
百
名
」
と
い
う
生
徒
数
を
は

じ
め
か
ら
予
想
し
え
た
第
四
高
等
中
学
校
の
発
足
は
、
真
に
心
強
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
「
豫
科
」
と
い
わ
れ
る
課
程
は
、
文
部
省
令
第
一
六
号
第
七

条
に
よ
り
、
「
高
等
中
学
校
二
於
イ
テ
ハ
豫
科
ヲ
置
ク
事
ヲ
得
」
と
し
て
、
尋

常
中
学
校
の
三
年
以
上
の
学
科
、
程
度
を
授
け
る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
「
尋

常
中
学
校
の
三
年
以
上
の
学
科
、
程
度
」
と
は
、
こ
の
省
令
に
先
立
っ
て
、
す

で
に
述
べ
た
同
年
六
月
二
一
一
日
付
け
の
文
部
省
令
第
一
四
号
「
尋
常
中
学
校
ノ

学
科
及
其
程
度
」
で
具
体
的
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
当
時
の
世
界
の
学
問
の
最
高
水
準
を
短
期
間
に
習
得
し
て
も
ら

う
、
エ
リ
ー
ト
集
団
と
し
て
構
想
さ
れ
た
帝
国
大
学
の
要
求
す
る
外
国
語
や
近

代
科
学
の
成
果
の
国
家
的
習
得
水
準
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ

れ
を
満
た
す
学
生
を
多
く
の
地
域
で
い
ま
だ
養
成
で
き
て
い
な
か
っ
た
が
、
地

方
都
市
と
し
て
は
例
外
的
に
金
沢
で
は
、
高
水
準
の
中
等
教
育
を
施
し
て
お

り
、
高
い
学
力
水
準
の
学
生
が
す
で
に
多
く
養
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
二
高
中
、
五
高
中
の
設
置
き
れ
た
仙
台
や
熊
本
の
事
情
と
大
き
く
違
っ

て
い
る
。
先
ず
二
高
中
、
五
高
中
発
足
時
の
状
態
を
み
る
と
、
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「
第
二
高
等
中
学
校
ハ
本
年
四
月
之
ヲ
設
置
シ
、
九
月
一
一
至
り
始
メ
テ
生
徒

ヲ
募
集
セ
リ
。
抑
々
本
校
ハ
創
設
二
係
ヲ
以
一
丁
其
ノ
応
募
生
徒
ノ
本
科
二
入
ル

ヘ
キ
資
格
ヲ
有
セ
サ
ル
ハ
勿
論
豫
科
生
ノ
如
キ
モ
十
分
ソ
ノ
人
ヲ
得
難
キ
ノ
状

ア
リ
・
因
リ
テ
先
ス
豫
科
課
程
ヲ
仮
定
シ
ー
プ
一
一
一
学
年
ト
ナ
シ
最
下
級
ノ
生
徒
ヲ

募
集
セ
シ
ニ
之
二
応
ズ
ル
モ
ノ
総
テ
七
十
三
名
ニ
シ
ー
ァ
合
格
者
僅
カ
ニ
七
名
仮

入
学
ヲ
許
セ
シ
モ
ノ
’
一
十
名
一
一
ス
ギ
ズ
。
…
」

「
第
五
高
等
中
学
校
ハ
本
年
五
月
之
ヲ
設
置
シ
、
…
生
徒
ノ
授
業
ヲ
ハ
ジ
メ

タ
ル
ハ
十
一
月
ニ
シ
テ
年
末
生
徒
ノ
数
ハ
豫
科
第
三
級
一
一
一
一
十
八
名
同
仮
入
学

ノ
モ
ノ
五
十
四
名
ア
リ
。
」

こ
れ
に
対
し
、
四
高
中
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
第
四
高
等
中
学
校
ハ
本
年
四
月
之
ヲ
設
置
シ
…
九
月
ヲ
以
一
プ
ソ
ノ
授
業
ヲ

開
ケ
リ
・
年
末
生
徒
数
ハ
豫
科
二
八
十
一
名
、
本
科
一
一
六
名
ア
リ
。
本
校
ハ
斯

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
０
０
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ク
他
ノ
創
設
ノ
学
校
ト
其
ノ
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
蓋
シ
ソ
ノ
地
従
来

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

石
川
県
設
置
ノ
専
門
学
校
ア
リ
。
其
ノ
生
徒
ヲ
養
成
ス
ル
コ
ト
既
二
久
キ
ヲ
以

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

テ
応
募
生
徒
ハ
多
ク
、
此
校
ヨ
リ
出
テ
且
シ
学
力
素
ア
ル
モ
ノ
少
ナ
ヵ
ラ
ザ
ル

ー
．
一
因
川
折
脂
〕
（
傍
点
引
用
者
）

石
川
県
専
門
学
校
在
校
生
が
主
と
し
て
受
け
た
四
高
へ
の
転
入
試
験
は
、
明

治
二
十
年
九
月
七
日
の
石
川
県
告
示
一
一
一
一
一
号
で
公
示
さ
れ
、
豫
科
三
級
か
ら

本
科
一
年
（
豫
科
一
一
一
、
一
一
、
一
、
級
本
科
一
年
）
の
四
段
階
の
編
入
試
験
が
そ

（
６
）

れ
ぞ
れ
の
試
験
科
目
、
内
容
程
度
が
示
さ
れ
た
。
豫
科
二
級
か
ら
は
、
国
語
及

び
漢
文
、
第
一
外
国
語
、
数
学
の
ほ
か
に
、
地
理
、
歴
史
、
博
物
学
、
図
画
が

加
わ
り
、
本
科
一
年
か
ら
で
は
、
ざ
ら
に
物
理
、
化
学
が
加
わ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

表21888～89(明治21～22)年表１創立時1887～88(明治20～21)年
高等中学校学生構成高等中学校学生構成

表31889～90(明治22～23)年
高等中学校学生構成

試
験
範
囲
の
教
科
書
や
程
度
が

示
き
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
数
学

の
程
度
で
見
る
と
、
豫
科
三
級

で
は
、
「
算
術
全
体
、
代
数
一

元
一
次
方
程
式
終
マ
テ
理
論
及

演
算
幾
何
直
線
形
及
圓
」
豫
科

一
一
級
で
は
、
「
代
数
多
元
二
次

方
程
式
終
マ
テ
理
論
及
演
算
幾

何
平
面
幾
何
全
体
」
豫
科
一
級

で
は
、
「
代
数
二
項
法
終
マ
テ

理
論
及
演
算
幾
何
立
体
幾
何
全

７７明治中期までの石川県教育の一面（江森

二高中 四高中 五高中

本科一年 ６

予科一級 1６

予科二級 2４

予科三級 ７ 4２ 2８

合計 ７ 8８ 2８

二高中 四高中 五高中

本科二年 ４

本科一年 1３

予科一級 2７

予科二級 1５ 4１ 1５

予科三級 2９ 3２ 8３

補充科一級 3９ 8０ 4５

補充科二級 123 6１ 117

合計 206 258 260

二高中 四高中 五高中

本科二年 ８

本科一年 2１

予科一級 1３ 3５ 1１

予科二級 2７ 2９ 5１

予科三級 3６ 4７ 3６

補充科一級 8８ 4２ 6６

補充科二級 149 2５ 4６

合計 313 207 210



体
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
立
体
幾
何
」
本
科
一
年
で
は
、
「
代
数
全
体
理
論
及
演
算
幾

何
平
面
幾
何
全
体
、
立
体
幾
何
全
体
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
立
体
幾
何
、
ト
ド
ハ
ン
タ

ル
氏
大
三
角
法
第
一
五
篇
マ
デ
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
入
試
の
程
度
は
、
当
然
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
」
（
文

部
省
令
第
一
四
号
）
の
相
当
学
年
の
一
年
次
下
の
課
程
の
程
度
に
あ
わ
せ
て
あ

る
。
な
お
、
藤
岡
作
太
郎
は
、
こ
の
試
験
で
予
科
一
級
へ
の
入
学
を
許
き
れ
、

（
７
）

翌
年
本
科
に
進
み
、
特
待
生
に
な
っ
た
。

創
立
時
か
ら
一
一
一
年
目
一
八
九
○
（
明
治
一
一
三
）
年
ま
で
の
一
一
高
中
、
四
高
中
、

五
高
中
の
生
徒
構
成
は
、
前
頁
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
表
も
当
時
の
第
四
高

（
８
）

等
中
学
校
の
学
力
水
準
の
一
ロ
向
き
を
示
し
て
い
る
。

以
上
は
、
新
設
当
時
の
第
四
高
等
中
学
校
の
入
学
者
の
学
力
水
準
の
面
か
ら

の
考
察
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
三
宅
雪
嶺
（
’
八
六
○
～
一
九
四
五
）
は
、
加
賀
藩
の
筆

頭
家
老
本
多
家
に
仕
え
る
医
者
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、
「
自
分
を
語
る
」
の
中

で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
明
治
初
年
の
金
沢
の
雰
囲
気
は
一
種
独
特
の
も
の
が
あ
り
、
前
田
藩
に
は
学

問
や
文
芸
を
重
ん
じ
る
気
風
が
あ
っ
た
上
に
、
幕
末
に
外
様
第
一
の
大
藩
で
あ

り
な
が
ら
、
明
治
維
新
に
際
し
て
は
、
’
四
代
藩
主
慶
寧
の
逵
巡
か
ら
薩
長
土

肥
の
後
塵
を
排
し
、
明
治
維
新
政
府
に
は
一
人
の
顕
官
を
も
出
し
得
な
か
っ

た
。
中
央
に
出
な
か
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
は
け
口
は
学
問
、
文
芸
に
求
め
ら
れ
、

３
、
明
治
二
十
年
代
前
半
（
’
八
八
七
～
九
一
一
）
に
お
け
る
石
川

県
人
の
高
等
教
育
界
で
の
優
位

た
だ
し
、
そ
の
考
察
自
体
は
別
の
機

し
て
明
治
二
十
年
代
中
期
頃

東
京
の
地
で
当
時
の
高
等
教

育
機
関
に
石
川
県
人
が
多
く
鰄

を
占
め
て
い
た
こ
と
を
裏
付
釧
学

け
る
発
言
を
紹
介
し
た
い
。

枝

な
お
、
第
四
高
等
中
学
校
が
随学

二
高
中
や
五
高
中
に
比
ぺ
、

中

圧
倒
的
に
一
局
い
学
力
を
示
し
鶴

て
い
た
明
治
一
一
一
一
年
か
ら
一
一
瓢

一
一
一
年
の
地
域
別
・
身
分
別
の
陣
２ ３

学
生
構
成
を
グ
ラ
フ
化
す
る
－
２ ２

と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

換
疽明

一
一
一
局
中
や
五
高
中
の
構
成
は
Ⅸ
８ ９

こ
一
」
で
は
省
略
す
る
が
、
四
『

高
は
こ
れ
ら
の
高
等
中
学
校
棚

に
比
べ
て
、
圧
倒
的
に
石
川

県
人
が
多
く
、
こ
の
時
期
で

（
９
）

学
問
に
よ
っ
て
薩
長
を
見
返
－
」
て
や
ろ
う
と
い
う
空
気
が
あ
っ
た
。
」

同
様
の
思
い
出
話
は
、
雪
嶺
よ
り
少
し
後
の
世
代
の
い
わ
ゆ
る
「
三
太
郎
」

（
西
田
幾
多
郎
、
鈴
木
貞
太
郎
八
大
拙
Ｖ
、
藤
岡
作
太
郎
）
の
遺
著
な
ど
の
な

か
に
も
み
え
ん
洲
、
幕
末
・
維
新
期
の
金
沢
は
、
地
方
都
市
と
し
て
は
確
か
に

よ
き
教
育
環
境
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
考
察
自
体
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
成
果
と

０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０

５
４
４
３
３
．
２
２
１
１

一学生総数

一●‐・石川県出身者

－－△一石川県士族出身

＋同平民出身

熱
く
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は
、
そ
の
中
で
も
士
族
の
子
弟
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
事
が
分
か
る
。

こ
こ
で
は
、
郷
土
の
学
生
有
志
が
つ
く
っ
た
互
助
組
織
、
久
徴
館
（
東
京
）

〈
ｕ
）

か
ら
発
行
さ
れ
た
『
久
徴
館
同
窓
会
雑
誌
』
か
ら
い
く
つ
か
を
抄
録
し
て
み
ょ

話
７
。

『
久
徴
館
同
窓
会
雑
誌
」
の
中
で
石
川
県
、
金
沢
市
の
出
身
青
年
の
高
等
教

育
機
関
で
の
活
躍
を
示
す
言
葉
は
、
’
八
八
九
（
明
治
一
一
一
一
）
年
一
一
月
発
行
の

第
八
号
に
は
じ
め
て
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
帝
国
大
学
寄
宿
舎
出

火
に
よ
り
、
早
川
庄
次
郎
八
当
時
医
科
大
学
二
年
、
早
川
千
吉
郎
の
弟
Ｖ
焼
死

の
葬
儀
に
お
け
る
渡
辺
帝
国
大
学
総
長
弔
辞
の
な
か
に
あ
る
。
「
石
川
県
は
学

者
を
出
す
こ
と
多
し
と
の
評
判
あ
り
て
、
君
も
…
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
明

治
一
一
四
年
十
月
発
行
の
四
十
号
の
松
崎
竹
雄
「
石
川
県
の
士
族
」
で
は
、
「
石

川
県
ノ
如
キ
教
育
ノ
点
二
於
一
ア
ハ
敢
テ
｜
箒
ヲ
他
府
県
二
輸
セ
ス
。
菅
二
輪
セ

サ
ル
而
已
ナ
ラ
ス
却
テ
之
ヲ
凌
駕
シ
去
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
」
と
い
う
自
負

の
言
葉
が
あ
る
。

’
八
九
一
一
（
明
治
一
一
五
）
年
十
月
三
十
日
の
『
久
徴
館
同
窓
会
雑
誌
』
五
一
一
号

で
は
、
久
徴
館
の
創
立
者
の
ひ
と
り
土
岐
償
が
「
久
徴
館
同
窓
会
第
九
回
総

会
あ
い
さ
つ
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
人
材
養
成
ノ
点
一
一
於
テ
ハ
、
石
川
県
ハ
余
り
歩
ヲ
他
県
二
讓
ラ
ナ
ィ
ト
私
ハ

考
エ
ル
ノ
デ
ス
。
石
川
県
二
育
英
社
ノ
輿
ツ
タ
ノ
モ
久
徴
館
ノ
起
ツ
タ
ノ
モ

随
分
古
イ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
。
其
ノ
他
ノ
県
、
他
ノ
国
ニ
モ
是
二
類
シ
タ
ル
…

石
川
県
ハ
先
鞭
ヲ
着
ケ
タ
ト
ー
ー
ー
ー
ロ
ッ
テ
｜
向
差
支
ナ
ヵ
ロ
ウ
ト
恩
フ
ノ
デ
ァ
リ
マ

ス
・
…
石
川
県
ハ
他
二
先
ン
ジ
ー
プ
立
派
ナ
コ
ト
ハ
デ
キ
ナ
ヵ
ッ
タ
ヶ
レ
ド
モ
、

自
分
ノ
子
供
ヲ
教
育
ス
ル
ト
云
う
点
一
一
於
テ
ハ
余
程
熱
心
デ
ァ
ッ
タ
ロ
ゥ
ト
思

フ
」

ま
た
、
明
治
二
六
年
一
月
発
行
の
五
五
号
、
「
新
年
初
刊
の
辞
」
で
は
、

「
我
一
一
一
州
人
は
維
新
の
競
争
に
敗
れ
た
り
、
社
会
の
大
潮
に
後
れ
た
り
、
然
れ

ど
も
…
他
曰
陸
軍
の
権
を
握
ろ
は
一
一
一
州
人
の
手
に
あ
ら
ん
と
…
現
時
帝
國
大
学

に
学
ぶ
も
の
其
数
全
国
に
冠
た
り
…
」
と
一
一
一
一
口
い
、
明
治
一
一
六
年
一
一
一
月
発
行
の
五

七
号
、
で
は
、

「
帝
國
大
学
に
於
い
て
常
に
石
川
県
人
の
他
県
人
よ
り
多
数
を
占
め
る
は
皆
人

の
知
る
所
な
る
が
、
第
四
高
等
中
学
校
の
設
立
以
来
は
頓
に
そ
の
数
を
増
し
、

今
曰
に
と
こ
ろ
に
て
は
東
京
を
除
き
て
は
、
正
に
第
一
位
な
り
。
す
な
わ
ち
、

東
京
府
は
一
九
五
人
、
石
川
県
は
七
七
人
、
新
潟
県
は
五
一
一
一
人
、
山
口
県
は
五

一
一
人
…
」
と
具
体
数
を
挙
げ
て
誇
っ
て
い
る
。

明
治
一
一
七
年
二
月
号
発
行
の
第
六
八
号
に
は
、
「
帝
國
大
学
学
生
生
徒
府
県

別
人
員
表
」
が
載
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
は
、
総
数
一
四
○
八
名
中
、
東
京

の
一
八
九
名
に
つ
い
で
、
石
川
八
一
一
一
名
、
山
口
六
四
名
、
福
岡
、
新
潟
が
同
数

で
四
九
名
、
鹿
児
島
四
五
名
（
以
下
略
。
ち
な
み
に
富
山
は
、
一
四
名
）
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
四
高
中
が
、
一
一
高
中
や
五
高
中
よ
り
生
徒
の
質
や
数

に
お
い
て
優
位
を
守
っ
て
い
た
時
期
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

以
後
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
み
る
加
越
能
育
英
社
の
「
明
治
三
五
年

か
ら
の
地
域
有
志
か
ら
の
大
募
金
活
動
」
の
趣
意
書
が
そ
の
凋
落
ぶ
り
を
嘆
い

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を
み
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
。

「
我
ガ
育
英
社
ノ
創
設
セ
ラ
ル
ル
ャ
幾
モ
無
ク
旺
盛
ヲ
致
シ
我
一
一
一
州
出
身
ノ
人

士
ニ
シ
テ
進
ミ
テ
帝
國
大
学
陸
海
軍
諸
校
及
文
部
省
直
轄
学
校
一
一
入
り
若
ハ
既

一
一
業
ヲ
卒
テ
各
其
ノ
志
ス
所
ノ
業
二
当
レ
ル
者
前
後
接
踵
屈
指
ノ
邉
ア
ラ
ズ
。
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多
数
の
石
川
県
人
を
高
等
教
育
機
関
（
や
軍
人
の
幹
部
養
成
学
校
）
へ
送
り

出
す
た
め
に
直
接
的
に
貢
献
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
そ
の
育
英
事
業
で
あ
っ
た

事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

石
川
県
の
育
英
事
業
（
育
英
社
）
の
開
始
は
、
全
国
で
も
っ
と
も
早
い
も
の
で

（
迫
）

あ
っ
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
、
ま
た
、
内
容
的
（
資
金
、
対
象
学
生
数
）
に
も
、
も
っ
と

も
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
三
十
年
代
に
入
る
と
石
川
県
人
の
劣
勢
が
あ
き
ら
か
に
な
り
、
山
口
県

に
お
株
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
山
口
県
人
の
高
等
教
育
進
出
が
ピ
ー
ク
の
頃
、

（
旧
）

外
山
正
一
が
『
藩
閥
の
将
来
』
で
長
州
閥
の
教
育
の
勝
利
を
統
計
的
に
明
ら
か

に
す
る
が
、
そ
の
時
代
も
長
く
は
続
か
ず
二
局
等
教
育
界
に
優
勢
を
誇
っ
た
士

族
子
弟
に
対
し
、
全
国
的
に
平
民
の
子
弟
が
進
出
し
て
く
る
と
い
う
「
時
代
の

大
波
」
が
押
し
寄
せ
、
藩
閥
意
識
的
な
地
域
対
抗
の
図
式
自
体
を
影
の
薄
い
も

（
ｕ
）

の
に
し
て
し
ま
う
。

此
時
当
テ
我
育
英
奨
学
事
業
ノ
熾
ナ
ル
ャ
東
京
一
都
ヲ
措
ケ
バ
実
二
全
國
一
一
冠

タ
リ
キ
。
…
先
ニ
ハ
我
地
方
ノ
人
士
陸
軍
士
官
学
校
二
入
学
ス
ル
者
諸
府
県
出

身
者
多
寡
ノ
順
位
二
於
テ
石
川
ハ
全
國
冠
タ
リ
シ
モ
第
十
一
位
二
退
キ
…
又
海

軍
兵
学
校
ノ
数
二
於
イ
テ
石
川
ハ
第
二
位
ヲ
占
メ
シ
モ
今
又
第
十
二
位
二
退
キ

…
次
二
帝
國
大
学
在
学
者
数
ノ
如
キ
之
ヲ
数
年
以
前
一
一
観
ル
時
ハ
石
川
ハ
東
京

府
ヲ
除
キ
テ
優
二
全
國
ノ
第
一
位
ヲ
占
メ
タ
リ
シ
モ
今
ャ
頓
二
十
八
位
二
退
キ

（
皿
）

・・・」

４
、
維
新
後
の
前
田
家
の
育
英
事
業

育
英
社
は
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
に
は
じ
ま
る
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る
。

『
育
英
社
沿
革
誌
』
に
は
、
「
有
志
ノ
間
一
一
県
人
子
弟
ノ
秀
才
ニ
シ
テ
学
資
ノ

補
助
ヲ
必
要
ト
ス
ル
者
ヲ
選
抜
シ
之
ヲ
志
望
ノ
専
門
学
府
二
入
し
其
ノ
成
業
ヲ

遂
ゲ
シ
メ
國
家
有
用
ノ
材
ト
ナ
サ
ム
ト
ノ
議
起
り
其
ノ
資
金
ヲ
広
ク
両
県
人
同

志
ノ
醸
金
ニ
侯
ツ
コ
ト
ト
シ
テ
先
ズ
発
起
人
ト
モ
見
ル
ベ
キ
六
名
ノ
間
二
金
拾

（
肥
）

八
圓
余
ヲ
積
立
タ
リ
之
ヲ
育
英
社
ノ
濫
鵤
ト
ス
」
と
あ
る
。

こ
の
発
起
人
の
六
名
に
つ
い
て
は
、
『
育
英
社
沿
革
誌
』
が
明
治
一
五
年
四

月
一
五
曰
の
第
一
回
の
会
計
報
告
に
幹
事
長
堀
尾
晴
義
、
幹
事
常
務
委
員
に
北

島
信
厚
、
桜
井
房
記
、
猪
山
成
之
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
名
を
含
む
こ
と

を
推
定
し
て
い
る
が
、
正
確
に
は
「
知
ル
ー
由
ナ
キ
」
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
翌
明
治
一
一
二
年
に
定
め
た
社
則
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
当
時
の
時
代
意
識
や
地
域
認
識
を
表
す
重
要
な
叙
述
と
も
思
わ
れ
る

の
で
、
長
文
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
部
分
を
引
用
し
て
み
た
い
。

「
…
学
業
ヲ
修
〆
凡
百
ノ
技
芸
ヲ
習
上
以
テ
國
家
ノ
用
器
ト
ナ
ル
ハ
人
民
ノ
其

分
ヲ
尽
ス
所
以
ナ
リ
。
維
新
以
来
偉
人
傑
士
草
葬
ヨ
リ
出
テ
廟
堂
二
立
チ
卒
伍

ヨ
リ
起
コ
リ
テ
将
帥
二
登
り
或
ハ
学
士
ト
ナ
リ
或
ハ
巨
商
ト
ナ
リ
テ
其
ノ
名
声

ヲ
天
下
二
籍
甚
ス
ル
者
多
シ
。
而
ル
ー
我
加
越
能
三
州
ヨ
リ
出
ル
者
ヲ
求
ム
ル

ニ
其
人
幾
ク
モ
ナ
シ
。
是
何
ノ
故
ゾ
ャ
。
熟
々
一
一
一
州
曇
曰
ノ
事
情
ヲ
察
ス
ル
ニ

土
地
膏
肢
、
五
穀
豊
饒
、
山
ヲ
鋳
海
ヲ
煮
、
百
者
具
備
、
｜
モ
足
ラ
ザ
ル
ヲ
知

ラ
ズ
。
是
ヲ
以
ツ
テ
人
々
其
天
富
一
一
安
ス
ン
ジ
、
且
怠
惰
ニ
シ
テ
天
稟
ノ
材
幹

（
Ⅳ
）

ヲ
伸
ブ
ル
モ
ノ
者
少
ナ
シ
。
是
偉
人
傑
士
ノ
出
デ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
。
．
：
」

こ
こ
に
は
、
石
川
県
が
、
豊
か
な
土
地
柄
で
あ
る
が
ゆ
え
に
安
逸
に
秤
れ
、

維
新
の
大
業
に
遅
れ
を
と
っ
た
結
果
、
要
路
に
活
躍
す
る
人
材
が
乏
し
く
、
こ
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れ
を
な
ん
と
か
挽
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
危
機
感
、
使
命
感
が

帳
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
頃
ま
で
の
高
等
教
育
進
学
者
は
、
旧
士
族
出
身
者

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
石
川
県
で
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い

が
、
こ
の
文
章
に
は
武
士
的
な
意
識
、
責
任
感
が
あ
ら
わ
れ
て
も
い
る
。

一
八
八
一
一
（
明
治
一
五
）
年
頃
に
は
育
英
社
は
、
社
（
会
）
員
も
増
え
、
拠
出

金
額
七
八
六
円
と
な
っ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
年
か
ら
す
で
に
旧
藩
主

前
田
利
嗣
か
ら
七
分
利
付
公
債
証
書
額
面
二
千
円
と
い
う
大
き
な
金
額
の
寄
贈

を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
「
髪
二
始
メ
テ
本
社
事
業
ノ
目
的
ダ
ル
生
徒
ヲ
募
集

ス
ル
資
ヲ
得
」
た
結
果
、
石
川
県
庁
の
推
薦
に
よ
り
、
金
沢
（
石
川
県
）
専
門

学
校
か
ら
高
嶺
三
吉
（
帝
国
大
学
文
科
に
進
学
し
た
が
、
脳
病
で
「
修
業
半
途

に
鼈
れ
る
」
）
、
森
外
三
郎
（
大
学
予
備
門
か
ら
帝
国
大
学
卒
業
、
の
ち
三
高
校

長
）
を
給
費
生
に
決
め
た
の
が
最
初
と
い
う
。

明
治
一
七
に
は
社
則
を
「
補
足
」
し
、
国
家
の
軍
備
の
拡
張
に
協
力
す
べ
く
「
武

学
生
徒
」
の
養
成
に
も
力
を
入
れ
た
。
前
田
利
嗣
よ
り
、
さ
ら
に
一
一
万
五
千
円

の
寄
付
が
あ
り
、
内
一
万
五
千
円
は
（
旧
藩
士
族
の
）
「
陸
海
軍
（
で
の
勢
力
）

拡
張
の
御
主
意
」
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
意
を
受
け
て
、
こ
の
年
に
は
「
武
学
生
」
養
成
の
た
め
、
広
坂
の
旧
益

智
館
の
建
物
を
買
い
取
り
陸
軍
士
官
学
校
二
八
七
四
八
明
治
七
Ｖ
年
創
立
）
、

海
軍
兵
学
校
二
八
七
六
八
明
治
九
Ｖ
年
創
立
）
進
学
志
望
者
の
予
備
教
育
の

た
め
、
「
金
沢
学
校
」
を
創
設
し
、
一
一
七
名
の
生
徒
を
選
び
授
業
を
開
始
し
、

最
盛
期
は
在
学
生
一
四
四
名
に
達
し
た
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
一
八
八
六

（
明
治
一
九
）
年
二
月
、
金
沢
に
第
四
高
等
中
学
校
が
創
立
さ
れ
る
事
が
決

ま
る
と
、
そ
の
校
地
・
建
物
は
す
べ
て
そ
の
使
用
の
た
め
県
に
寄
付
し
、
高
等

中
学
校
に
軍
人
養
成
の
予
備
教
育
の
役
目
を
期
待
し
、
金
沢
学
校
は
閉
鎖
し

た
。
「
現
今
猶
ホ
武
官
出
身
者
ノ
（
加
賀
に
）
多
キ
ヲ
見
ル
ハ
實
一
一
之
一
一
起
因

セ
リ
」
と
い
う
。

な
お
、
一
六
年
六
月
に
大
学
及
び
大
学
予
備
校
入
学
の
生
徒
に
も
給
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
一
十
年
七
月
よ
り
こ
れ
ま
で
の
給
費
生
も
貸
費
生
に
改

め
、
貸
費
生
制
度
が
以
後
．
加
越
能
）
育
英
社
の
一
貫
し
た
方
針
」
と
な
っ

た
。

こ
の
後
の
旧
藩
主
前
田
家
の
寄
付
状
況
を
み
る
と
、

’
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
文
学
生
養
成
資
金
と
し
て
、
「
金
壱
千
円
ヲ
五

ヵ
年
年
賦
ニ
テ
寄
贈
」

明
治
二
四
年
文
学
生
養
成
資
金
と
し
て
、
「
金
弐
千
円
ヲ
十
ヵ
年
年
賦
ニ
テ

寄
贈
」

明
治
二
七
年
「
日
清
戦
役
ノ
突
破
ハ
陸
海
軍
人
養
成
ノ
必
要
ヲ
痛
感
シ
、
専

ラ
其
ノ
画
策
ヲ
ナ
ス
ャ
前
田
侯
爵
家
ヨ
リ
…
金
壱
千
五
百
円
ノ
寄
贈
ア
リ
タ

リ
」

明
治
三
十
年
「
金
壱
萬
円
ヲ
基
本
金
ト
シ
テ
寄
贈
ア
リ
」

明
治
四
四
年
に
は
、
そ
れ
以
降
「
十
五
ヵ
年
間
毎
年
金
七
千
五
百
円
ノ
寄
贈
ヲ

受
ク
ル
ー
至
テ
ハ
本
社
ノ
｜
大
福
音
ニ
シ
テ
…
」

な
ど
と
あ
る
。

’
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
一
二
月
に
侯
爵
前
田
利
嗣
（
加
賀
前
田
家
一
五

代
当
主
）
が
育
英
会
社
長
（
明
治
一
一
三
年
規
則
改
正
に
よ
り
総
裁
）
に
な
り
、
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石
川
県
で
は
、
戦
後
幕
末
・
維
新
期
の
加
賀
（
金
沢
）
藩
の
教
育
・
学
術
に

か
か
わ
る
今
井
一
良
氏
な
ど
に
よ
る
精
綴
な
個
別
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
・

今
回
こ
れ
ら
を
通
読
し
て
、
加
賀
藩
の
洋
学
学
習
の
努
力
が
早
く
か
ら
本
格
化

し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
最
近
の
蔵
原
清
人
「
金
沢
藩
明
倫
堂

（
旧
）

の
和
算
教
育
」
、
「
金
沢
に
お
け
る
洋
算
教
育
の
展
開
」
「
金
沢
に
お
け
る
洋
学

（
四
）

の
展
開
と
壮
猷
館
」
な
ど
に
よ
る
と
、
加
賀
藩
で
は
も
と
も
と
和
算
の
教
育
・

学
習
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
明
治
初
期
の
洋
算
へ
の
移
行
も
関
口
開
の
存
在
に
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
夏
目
漱
石
の
将
来
志
望
に
決
定
的
影
響

を
与
え
た
米
山
保
三
郎
の
例
の
よ
う
に
、
石
川
県
出
身
学
生
は
数
学
が
で
き
る

明
治
二
九
年
二
月
に
は
、
伯
爵
前
田
利
同
（
旧
富
山
藩
主
）
、
子
爵
前
田
利

筥
（
旧
大
聖
寺
藩
主
）
が
そ
れ
ぞ
れ
副
総
裁
に
「
推
戴
」
さ
れ
た
。
こ
の
時
点

で
、
名
実
と
も
に
支
藩
を
ふ
く
め
た
旧
加
賀
藩
の
育
英
機
関
と
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。

侯
爵
前
田
利
嗣
は
、
’
九
○
○
（
明
治
三
一
一
一
）
年
六
月
に
亡
く
な
る
と
、
侯

爵
前
田
利
筥
が
総
裁
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
明
治
一
一
八
年
か
ら
の
、
あ
る
い
は
、

明
治
一
一
一
五
年
か
ら
の
地
域
有
志
か
ら
の
大
募
金
活
動
や
明
治
三
八
年
か
ら
の
断

続
的
に
石
川
、
富
山
両
県
費
か
ら
の
補
助
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
は
じ
め
は
民
間
有
志
の
発
起
で
は
じ

ま
っ
た
と
さ
れ
る
育
英
社
の
事
業
も
、
資
金
を
旧
藩
主
た
ち
に
大
幅
に
依
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
事
実
上
支
藩
を
含
め
た
前
田
家
の
旧
藩
士
救
済
事

業
の
一
部
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

（
３
）
数
学
に
お
い
て
も
数
学
を
重
視
す
る
伝
統
が
早
く
か
ら
あ
り
、
関
口
開

な
ど
の
優
秀
な
数
学
教
師
に
恵
ま
れ
た
こ
と
。

（
４
）
石
川
県
で
は
、
向
学
心
に
富
ん
だ
学
生
は
先
ず
金
沢
に
集
ま
っ
た
。
金

沢
は
地
理
的
に
密
集
し
た
城
下
町
で
あ
り
、
彼
ら
の
勉
学
や
交
流
に
恐

ら
く
は
好
条
件
の
町
だ
っ
た
。

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
検
証
は
又
別
の
機
会
を
期
し
た
い
。

（
幻
）

事
で
ヅ
ｂ
知
ら
れ
て
い
た
。

上
述
の
明
治
中
期
の
郷
土
の
高
等
教
育
進
学
状
況
を
み
て
も
、
寛
政
期
以
来

の
藩
校
で
の
漢
学
学
習
の
伝
統
に
加
え
、
早
く
か
ら
正
則
の
洋
学
を
め
ざ
し
、

洋
算
の
普
及
も
早
か
っ
た
加
賀
藩
（
と
り
わ
け
金
沢
）
は
、
学
校
制
度
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
明
治
初
期
、
最
新
の
学
問
を
学
ぶ
下
地
が
他
の
地
域
よ
り
ず
っ

と
豊
か
だ
っ
た
と
推
定
き
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
幕
末
・
明
治
中
期
ま
で
の
石
川
県
教
育
は
、

（
１
）
向
上
心
旺
盛
な
没
落
士
族
や
下
級
士
侯
を
多
く
抱
え
て
ハ
ヒ
砿
ソ
、
二
℃

（
１
）
国
立
教
育
研
究
所
編
「
日
本
近
代
教
育
百
年
史
４
学
校
教
育
２
』

１
９
７
４
，
４
１
０
頁
参
照

（
２
）

向
上
心
旺
盛
な
没
落
士
族
や
下
級
士
族
を
多
く
抱
え
て
い
た
が
、
こ
れ

に
関
係
す
る
旧
藩
主
の
教
育
方
面
で
の
寄
与
（
第
四
高
等
中
学
創
設
時

の
巨
大
な
寄
付
、
育
英
事
業
へ
の
援
助
）
が
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

幕
末
に
い
た
っ
て
海
防
の
必
要
か
ら
急
激
に
洋
学
習
得
に
傾
斜
し
（
壮

猷
館
の
設
置
と
そ
こ
で
の
訓
練
、
学
習
の
展
開
）
、
多
く
の
士
族
が
、

早
く
か
ら
洋
学
習
得
の
雰
囲
気
に
ふ
れ
、
英
仏
の
語
学
や
自
然
科
学
に

堪
能
な
多
く
の
青
年
を
早
く
か
ら
育
て
る
事
に
な
っ
た
。
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（
２
）
辻
文
部
次
官
演
説
（
「
７
月
型
日
教
育
懇
親
会
に
於
て
」
）
「
石
川
県
学
事
報

告
」
第
旧
号
、
明
治
四
年
７
，
８
月
。
『
金
沢
大
学
印
年
史
』
通
史
編
、
２
０
０
１
。

〆￣へ〆￣へ－－へ〆＝へ／￣､

７６５４３
，－－～＝〆、－－、－〆～－－

（
８
）

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
ｕ
）

〆■へ〆￣へグーへグーへ

１５１４１３１２
，－〆、－〆、－〆－－

〆￣へ〆￣､／￣へ

１８１７１６
、‐〆、－〆、－－

（
四
）
『
工
学
院
大
学
共
通
課
程
研
究
論
叢
』
第
Ⅳ
巻
２
号
、
２
０
０
０
。

（
別
）
「
石
川
県
特
有
の
も
の
」
『
久
徴
館
同
窓
会
雑
誌
』
田
号
、
明
治
妬

『
石
川
県
学
事
報
告
」
第
犯
号
、
明
治
ｎ
年

新
修
「
森
有
礼
全
集
」
第
二
巻
、
文
泉
堂
２
４
４
～
２
４
５
頁
参
照
。

い
ず
れ
も
『
文
部
省
第
旧
年
報
一
明
治
加
年
、
妬
～
６
頁

８
小

以
上
は
、
各
年
度
の
各
高
等
中
学
校
便
覧
（
金
沢
大
学
蔵
）
に
ょ
ｈ
／
作
成
し
た
。

い
ず
れ
も
「
文
部
省
第
旧
年
報
」
明
治
、

『
石
川
県
学
事
報
告
」
第
別
号
明
治
加
年

藤
岡
由
夫
『
藤
岡
東
圃
追
悼
録
』
（
増
補

外
山
正
一
『
藩
閥
の
将
来
』
博
文
館
、
明
治
朗
年

天
野
郁
夫
『
学
歴
の
社
会
史
」
新
潮
選
書
、
１
９
９
２
参
照

『
財
団
法
人
加
越
能
育
英
社
百
二
十
年
史
」
加
越
能
育
英
社
１
９
９
９
、
肥
頁

上
田
久
『
山
本
良
吉
先
生
伝
」
南
窓
社
、
１
９
９
３
、
参
照

『
久
徴
館
同
窓
会
雑
誌
』
は
、
『
金
沢
市
史
資
料
編
焔
学
芸
』
２
５
７
頁
参

照
。
な
お
、
以
下
引
用
の
『
久
徴
館
同
窓
会
雑
誌
』
は
、
い
ず
れ
も
金
沢
市

三
宅
雪
嶺
「
自
分
を
語
る
」
（
『
石
川
近
代
文
学
全
集
』
ｎ
巻
）

『
育
英
社
沿
革
誌
』
１
頁

以
上
こ
の
項
の
記
述
は
、
す
べ
て
同
上
雲

い
ず
れ
も
、
幕
末
維
新
学
校
研
究
会
薑

組
織
化
】
多
賀
出
版
、
１
９
９
６
所
収

『
育
英
社
沿
革
誌
』
育
英
社
１
９
２
９
．
肥
頁

外
山
正
一
『
藩
閥
の
将
来
』
博
文
館
、
明
治
、

「
石
川
県
特
有
の
も
の
」
『
久
徴
館
同
窓
会
雑
誌
』
田
号
、
明
治
閉
年

（
え
も
り
い
ち
ろ
う
金
沢
大
学
教
育
学
部
教
授
）

刀
ロ
、

妬
～
矼
頁
な
ど
を
参
照

参
昭
ＪＯｂ、

照
。
な
お
、
以
下

立
玉
川
図
書
館
蔵

す
べ
て
同
上
書
に
よ
る
。

（
増
補
版
）

『
幕
末
維
新
期
に
お
け
る

１
９
６
２
年
、
２
・
～
３
頁
参

「
学
校
」
の
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